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私
た
ち
の
再
三
の
警
告
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
二
〇
一
三
年
一
二
月

二
六
日
午
前
、
安
倍
晋
三
首
相
は

突
然
に
靖
国
神
社
を
参
拝
し
ま
し

た
。公

用
車

「
内
閣
総
理
大
臣
安

、

倍
晋
三
」
と
記
帳
、
正
式
に
祓
い

を
受
け
て
の
昇
殿
参
拝
で
し
た
。

超
ス
ピ
ー
ド
で｢

戦
争
の
出
来

る
国｣

を
目
指
す
安
倍
政
権
に
よ

る
こ
の
参
拝
、
私
た
ち
は
到
底
許

す
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

参
拝
当
日
夜
に
緊
急
の
事
務
局

会
議
を
持
ち
、
一
月
七
日
に
は
さ

ら
に
事
務
局
を
中
心
に
、
合
祀
取

り
消
し
訴
訟
の
原
告
・
弁
護
団
も

加
わ
っ
て
急
遽
会
議
を
開
き
ま
し

。

、

、

、

た

そ
の
結
果

国

安
倍
晋
三

靖
国
神
社
を
被
告
に
、
安
倍
首
相

の
靖
国
参
拝
を
問
う
訴
訟
を
提
起

す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

参
拝
が
違
憲
で
あ
る
こ
と
は
、

ほ
と
ん
ど
同
種
の
事
件
で
あ
っ
た

小
泉
首
相
の
参
拝
に
対
す
る
七
件

の
訴
訟
の
い
く
つ
か
の
判
決
に
お

い
て
も
す
で
に
明
ら
か
で
す
。

こ
の
訴
訟
は
、
違
憲
違
法
の
参

拝
に
よ
る
被
害
に
対
し
、
国
家
賠

償
を
請
求
す
る
訴
訟
と
な
り
ま

す
。
被
侵
害
利
益
の
中
に
、
平
和

的
生
存
権
な
ど
を
含
め
て

「
秘

、

密
保
護
法

「
集
団
的
自
衛
権

「
武
器
輸

」

」

出
」
な
ど
に
象
徴
さ
れ
る
安
倍
内
閣
の
危

険
な
体
質
を
総
合
的
に
問
う
訴
訟
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

長
期
政
権
と
い
う
悪
夢
が
懸
念
さ
れ
る

中
、
私
た
ち
は
、
こ
の
訴
訟
提
起
が
、
今

の
と
こ
ろ
市
民
が
直
接
に
安
倍
内
閣
に
異

議
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
数
少
な

い
道
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
中
曽
根
首
相
公
式
参
拝
違

憲
訴
訟
以
来
の
智
慧
と
経
験
の
総
力
を
結

集
し
て
、
こ
れ
に
取
り
組
む
覚
悟
で
す
。

新
た
な
訴
訟
に
向
け
、
こ
れ
ま
で
の
闘
い

と
共
に
力
を
合
わ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

あ
な
た
も
、
ぜ
ひ
原
告
に
名
乗
り
を
上

げ
て
く
だ
さ
い
。

家
族
、
仲
間
、
お
友
達
お
誘
い
合
わ
せ

声
を
上
げ
て
下
さ
い
。

右
傾
化
を
続
け
、
戦
争
国
家
を

目
指
す
現
政
権
の
暴
走
に｢

ス
ト

！

ッ
プ
！｣
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呼
び
か
け
人
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昨
年
一
二
月
六
日
、
第

三
回
連
続
学
習
会
を
、
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
志
葉
玲

（
し
ば
・
れ
い
）
さ
ん
を

お
招
き
し
て
開
催
し
た
。

会
場
は
五
〇
名
以
上
の
参

加
者
で
満
席
、
初
め
て
こ

の
よ
う
な
学
習
会
に
参
加

さ
れ
る
方
も
多
く
、
現
在

の
安
倍
政
権
に
対
す
る
危

機
感
が
広
が
っ
て
い
る
こ

と
を
感
じ
た
。

志
葉
さ
ん
の
お
話
は
具
体
的
で
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
た
が
、
い
く
つ
か
の
ポ
イ
ン

ト
に
絞
っ
て
言
葉
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

最
初
に
、
志
葉
さ
ん
は
、
イ
ラ
ク
戦
争

や
レ
バ
ノ
ン
戦
争
、
ガ
ザ
攻
撃
な
ど
の
戦

地
取
材
を
し
て
き
た
自
分
の
経
験
は
、
日

本
人
と
し
て
は
か
な
り
特
殊
だ
と
思
っ
て

。

、

い
た

危
険
な
取
材
に
恐
怖
も
感
じ
る
が

日
本
の
人
々
に
戦
争
の
現
実
を
伝
え
る
た

、

、

め

日
本
が
戦
争
に
加
担
し
な
い
た
め
に

と
思
っ
て
現
地
取
材
を
続
け
て
き
た
。
だ

が
、
自
民
党
政
権
に
よ
る
改
憲
が
行
わ
れ

た
ら

「
誰
も
が
戦
場
に
行
く
」
と
い
う

、

状
況
に
な
り
か
ね
な
い

「
現

。

、

在
の
日
本
の
政
治
を
見
る
と

他
人
事
で
は
な
い
。
へ
た
す

る
と
お
前
行
っ
て
こ
い
に
な

る
か
も
し
れ
な
い

」
と
い
う

。

言
葉
に
静
か
な
恐
怖
が
胸
を

走
っ
た
。

そ
し
て
自
民
党
の
改
憲
草
案

は

「
平
和
主
義
を
放
棄
、
集

、
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
」

し
「
国
家
権
力
の
都
合
で
国

民
の
人
権
を
制
限
」
す
る
と

い
う
問
題
が
あ
る
と
指
摘
し

た
。さ

ら
に
、
安
倍
首
相
の
言

「

」

、

う

集
団
的
自
衛
権

と
は

「
米
国
の
戦
争
へ
の
参
戦
権
」
で
あ
り
、

日
本
が
攻
撃
さ
れ
な
く
て
も
、
米
国
が
攻

撃
さ
れ
た
ら
（
或
い
は
そ
の
恐
れ
が
あ
る

な
ら
ば
）
日
本
も
一
緒
に
な
っ
て
戦
う
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
自
衛
隊
派
遣
違
憲

訴
訟
で
、
二
〇
〇
八
年
に
名
古
屋
高
裁
が

「
違
憲
判
断
」
を
示
し
た
よ
う
に
、
航
空

自
衛
隊
の
活
動
は
「
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
」
を
禁
じ
た
日
本
国
憲
法
に
反
す
る
も

の
だ
っ
た
。
二
〇
〇
九
年
九
月
に
防
衛
省

が
開
示
し
た
、
イ
ラ
ク
で
の
活
動
実
績
に

よ
れ
ば
、
航
空
自
衛
隊
が
輸
送
し
た
人
員

の
割
合
で
「
国
連
関
係
者
」
は
わ
ず
か
六

％
に
す
ぎ
ず
、
全
体
の
六
割
以
上
が
、
米

軍
を
中
心
と
す
る
多
国
籍
軍
関
係
者
だ
っ

た
。
国
際
的
な
戦
争
の
常
識
で
言
え
ば
、

戦
闘
人
員
及
び
武
器
弾
薬
の
運
搬
は
戦
闘

行
為
の
一
環
で
あ
り
、
日
本
も
戦
争
に
参

加
し
て
い
た
の
で
あ
る
、
と
語
ら
れ
た
。

こ
の
事
実
も
、
裁
判
闘
争
の
中
で
や
っ

と
私
た
ち
市
民
に
見
え
て
き
た
こ
と
で
あ

り
、
戦
争
の
最
初
の
犠
牲
者
は
「
真
実
」

で
あ
る

「
秘
密
保
護
法
」
施
行
前
に
、

。

す
で
に
マ
ス
コ
ミ
や
政
府
の
プ
ロ
パ
ガ
ン

ダ
に
「
真
実
」
が
隠
さ
れ
て
い
な
い
か
と

語
ら
れ
た
。

○
戦
争
と
兵
士

紛
争
地
で
出
会
う
米
兵
た
ち
も
、
少
し

親
し
く
な
る
と

た
い
て
い
ど
の
人
も

騙

、

「

」
「

」

さ
れ
た

こ
ん
な
は
ず
じ
ゃ
な
か
っ
た

と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
。
彼
ら
は
加
害

者
で
あ
る
と
同
時
に
被
害
者
で
も
あ
っ

。

「

」

た

殺
人
マ
シ
ー
ン
と
し
て

非
人
間
化

さ
れ
る
の
が
兵
士
と
さ
れ
た
人
間
で
あ

る
。日

本
の
自
衛
隊
員
に
も

「
米
軍
へ
の

、

協
力
」
の
た
め
に
犠
牲
と
さ
れ
た
人
が
い

る
。
元
自
衛
官
の
池
田
頼
将
さ
ん
は
、
イ

ラ
ク
隣
国
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
基
地
に
派
遣
さ

れ
た
際
、
米
民
間
軍
事
企
業
の
バ
ス
に
は

ね
ら
れ
重
傷
を
負
っ
た
が
、
航
空
自
衛
隊

が
イ
ラ
ク
で
の
活
動
領
域
を
拡
大
す
る
矢

、

。

先
で
あ
っ
た
た
め

事
故
は
隠
蔽
さ
れ
た

池
田
さ
ん
は
ろ
く
な
治
療
を
受
け
ら
れ

ず
、
後
遺
症
が
残
り
、
今
も
苦
し
ん
で
い

る
。

○
平
和
主
義
を
捨
て
よ
う
と
し
て
い
る
安

倍
政
権

日
本
国
憲
法
前
文
に
は

「
国
際
社
会

、

の
中
で
名
誉
あ
る
地
位
を
占
め
る
」
の
部

分
や
「
平
和
的
生
存
権
」
が
謳
わ
れ
て
い

る
が
、
自
民
党
の
改
憲
草
案
で
は
削
除
さ

れ
て
い
る
。
昨
年
三
月
に
安
倍
政
権
が
、

米
軍
の
次
世
代
攻
撃
機

の
開
発
へ
の

-F
35

日
本
企
業
の
参
加
を
、
武
器
輸
出
三
原
則

の
例
外
と
し
た
。
日
本
製
部
品
を
組
み
込

ん
だ

が
イ
ス
ラ
エ
ル
に
も
売
ら
れ
る

-F
35

可
能
性
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
パ
レ
ス
チ

ナ
の
知
り
合
い
た
ち
を
殺
す
武
器
に
な
っ

て
い
く
、
そ
の
こ
と
の
意
味
が
日
本
で
は

第３回連続学習会12/6

戦場から見た憲法九条 ―新たな戦死者と靖国―

報

告

映像を使いながら話を進める 講師志葉玲さん
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あ
ま
り
理
解
さ
れ
て
い
な
い
と
語
ら
れ

た
。

◯
私
た
ち
に
は
「
平
和
に
生
き
る
権
利
」

が
あ
る

米
国
や
イ
ス
ラ
エ
ル
の
国
連
憲
章
・
国

際
人
道
法
に
反
す
る
行
為
に
、
日
本
が
加

担
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
私
た
ち
国
民
は

そ
れ
を
拒
絶
す
る
権
利
が
あ
る
。
憲
法
前

文
に
あ
る
「
平
和
的
生
存
権
」
と
は
殺
し

殺
さ
れ
な
い
で
、
平
和
に
生
き
る
権
利
が

あ
る
こ
と
で
あ
る
と
語
ら
れ
た
。
憲
法
を

た
だ
の
文
字
で
は
な
く
、
社
会
に
息
づ
く

生
き
た
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
日
本
の

国
民
の
一
人
ひ
と
り
が
憲
法
で
保
障
さ
れ

た
権
利
を
自
覚
し
、
自
ら
の
権
利
の
た
め

に
声
を
上
げ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
民

主
主
義
と
は
不
断
の
努
力
に
よ
っ
て
し
か

成
立
し
な
い
と
語
ら
れ
た
。

集
会
に
は
、
韓
国
か
ら
「
ノ
ー
！
ハ
プ

サ
新
訴
訟
」
の
遺
族
の
南
英
珠
（
ナ
ム
・

ヨ
ン
ジ
ュ
）
さ
ん
、
李
煕
子
（
イ
・
ヒ
ジ

ャ
）
さ
ん
も
参
加
さ
れ
、
新
た
な
原
告
に

よ
る
靖
国
神
社
へ
の
合
祀
を
認
め
な
い
訴

訟
が
提
起
さ
れ
た
報
告
が
あ
っ
た
。

以
上

（

）

報
告
・
山
内
小
夜
子

二
〇
一
三
年
九
月
一

八
日
合
祀
取
消
を
求
め

て
靖
国
神
社
を
訪
問
。

口
頭
で
の
要
求
と
共
に

そ
れ
ぞ
れ
が
取
り
消
し

要
請
文
を
提
出
し
、
文

章
で
の
返
答
を
要
求
し

て
き
ま
し
た
。

二
〇
一
三
年
九
月
三
〇
日
付
け
、
靖
国

神
社
よ
り
以
下
の
返
答

が
あ
り

（
資
料
１
）

ま
し
た
。
八
名
全
員
に
全
く
同
じ
、
わ
ず

か
数
行
の
事
務
的
文
面
で
し
た
。

（
資
料

そ
れ
に
対
し
抗
議
の
意
思
表
明

を
送
付
。

２
）昨

年
の
第
二
回
靖
国
行
動
後
も
引
き
続

き
じ
っ
く
り
と｢

合
祀
取
り
消
し
行
動｣

の

呼
び
か
け
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
靖
国
に

絡
め
取
ら
れ
な
い
人
々
の
輪
が
燎
原
の
火

の
ご
と
く
広
が
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
。

今
年
の
靖
国
行
動
に
は
是
非
あ
な
た
も

合
流
を
！

最
後
に
第
二
回
靖
国
行
動
以
降
に
「
合

祀
取
消
要
求
」
の
意
思
表
示
の
あ
っ
た
方

（
資
料
４
）

の
声
を
掲
載
し
ま
す
。

第二回「靖国合 取消要求行動」報告祀続

資料１
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戦没者合祀取り消し要求への靖国神社の回答書に対して

私たち遺族は強く抗議の意思を表明します

このたび、靖国合祀取り消し要求書に対して神社側からの回答書（ 年 月 日付）を受け取りました。しかし私たち遺族2013 9 30

にとって回答書の内容はとても容認しがたいものであって、ここにその不当性を明示し、強く抗議の意思を表明します。

いうまでもなく、一人の人間の死はだれにも代えることのできない、きわめて個別的なものであります。戦没者の死をどのよう

に受けとめ、どのように意味づけるかは、遺族である私たち一人ひとりの生き方そのものに関わる重大な意味を持っています。

今年の 月 日、私たち遺族それぞれがそのような思いをこめた文書を携えて、靖国神社社務所に赴き、合祀取り消しを要求い9 18

たしました。

しかし遺族一人ひとりの声は何ら聞き届けられることもなく、すべて同じ内容の、にべもない一片の回答書がそれぞれの遺族に

送られてきました。この空疎な文面は、それはあたかも戦没者たちをひとくくりにして「英霊」という虚像に仕立て上げ、一人ひ

とりの人間の存在を抹殺している靖国神社の実態を映し出しているようでした。改めて「靖国合祀」という罪の深さを思わされた

ことです。

さて、靖国神社の回答書には「当神社は信教の自由により宗教活動の自由が保障されております。したがいまして、当神社の合

祀は自由になし得る宗教行為であります」と記されています。

このように神社側が強弁する背景には「靖国合祀イヤです訴訟」控訴審判決（ 年 月 日大阪高裁）があることが窺えま2010 12 21

す。それは「靖國神社も私的な宗教団体であって、信仰を同じくする個人の集合体である以上は、個人と同様、信教の自由、宗教

活動の自由が等しく保障されている」というものです。

信教の自由は、個と団体とどちらが優先するのか、あるいはどう調整するかといった問題ではありません。個人の尊重は憲法全

体を貫く原理であります。宗教団体の信教の自由と個人のそれとを同等に論じることはできません。宗教団体を構成する個人の信

教の自由が主体であることは自明のことといえます。信教の自由の未確立は否めようのない司法の実態を如実に見せつけられた不

当な判決でした。

以前に安倍晋三首相が 「日本人が靖國神社に参拝することと、アメリカ人がアーリントン墓地に行くことは同じだ」と発言した、

ことがありました。アーリントンを含めたアメリカの国立墓地には、戦没者や一定の軍務を果たした退役軍人、政府機関の幹部が

埋葬されています。しかしそこに埋葬されることを選ぶかどうかは個人の自由であります。

本人の生前の意思や遺された家族の意思が尊重されます。そこには埋葬されるかどうか、参拝するかどうかも、個人の宗教的信

仰の自由が最大限に尊重されています。

「国事に斃れた人をお祀りするのが靖国神社の教義で、それぞれの人の信仰とは関係がない。だから遺族に了解を求めることは

しない （山口崇史権宮司）とする靖国神社の合祀行為は、個々人の選択の余地をまったく許さないものであります。」

一方的なこのような祭神決定行為は、まさしく強制力に依拠し、権力を手段としての国家神道に基づくもののほかのなにもので

もありません。

さらに回答書の「これ（合祀行為）によりたとえ宗教的感情により精神的苦痛が生じたとしても、合祀された遺族等に対する強

制や法的に不利益が生じるものではございません」という、ほとんど暴力的ともいうべき言葉に激しい怒りをおぼえます。

一宗教法人として宗教活動の自由が保障されているのは、宗教そのものが個人の内面の尊厳を根底から支えるものとして位置づ

けられているからではないのでしょうか。

基本的人権は、単に法制上の概念などではなく、人間が人間であることの尊厳性そのものを意味しているという、この憲法の精

神を悲しいまでに神社自らが裏切ってしまったというべきでありましょうか。

信教の自由は、権力による精神への介入によって「精神的な苦痛が生じる」がゆえに、憲法において人間の内面へ介入しようと

する権力行使を絶対的に禁止しているのであります。そこにおいて確保されるものこそが人間の自律性であり、独自性ということ

であります。

「信教の自由は何人（なんぴと）に対してもこれを保障する （憲法 条）というのは、法的にいかなる制約も許されない絶対」 20

的自由を意味しているといえます。これほど明確に法的権利の規定としてあらわされたものがほかにあるでしょうか。

以上、回答書の不当に対して、私たち遺族はここに強く抗議の意思を表明いたします。

年 月 日2013 11 1

「靖国合祀イヤです・アジアネットワーク」原告団

菅原龍憲 釈氏政昭 冨樫行慶 西山誠一 古川佳子 古野竹則 吉田文枝 松岡 勲資料２



- 5 -

「
合
祀
取
消
要
求
書
に
対
し

回
答
の
件
」
を
拝
見
し
、
神

社
は
国
際
人
権
条
約
違
反
を

知
っ
て
か
知
ら
ず
か
、
堂
々

と
主
張
し
て
い
る
こ
と
に
驚

き
、
法
律
家
と
し
て
の
見
解

を
お
伝
え
し
ま
す
。

一
、
自
由
権
条
約
一
八
条
一
項

は
「
宗
教
の
自
由
に
つ
い
て

の
権
利
」
に
「
自
ら
選
択
す

る
宗
教
を
受
け
入
れ
、
有
す

る
自
由
、
礼
拝
、
儀
式
、
行

事
お
よ
び
教
導
に
よ
っ
て
そ

の
宗
教
を
表
明
す
る
自
由
」

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
定

め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
同

時
に
三
項
で

「
宗
教
を
表
明

、

す
る
自
由
に
つ
い
て
は
、
他

の
者
の
基
本
的
権
利
及
び
自」

由
を
保
護
す
る
た
め
に
必
要

「

」

な

制
限
を
法
律
に
定
め
る

こ
と
を
認
め
て
い
ま
す
。

受
け
入
れ
、
有
す
る
（
持

ち
続
け
る
）
自
由
は
絶
対

に
制
限
を
課
す
こ
と
が
許

さ
れ
ま
せ
ん
が
、
表
明
す

る
自
由
に
は
、
他
者
の
基
本
的
権
利

自
由
を
保
護
す
る
た
め
に
、
法
律
に

定
め
れ
ば
、
制
限
を
課
す
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。

二
、
靖
国
神
社
の
二
〇
一
三
年
九
月
三
〇
日

付
「
合
祀
取
消
要
求
書
に
対
し
回
答
の

件
」
は
「
信
教
の
自
由
に
よ
り
宗
教
活

動
の
自
由
が
保
障
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

合
祀
は
自
由
に
な
し
得
る
宗
教
行
為
で

あ
る
」
と
主
張
し
て
い
ま
す
。

三
、
天
皇
に
忠
義
を
尽
く
し
た
戦
死
者
は
靖

国
神
社
で
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
と

い
う
宗
教
を
受
け
入
れ
、
有
す
る
こ
と

の
自
由
は
、
政
教
分
離
の
問
題
を
別
に

す
れ
ば
、
保
障
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
霊
璽
簿
に
記
載
し
て
表
明
す

る
自
由
が
、
他
者
の
基
本
的
権
利
、

自
由
を
侵
害
す
る
場
合
に
は
、
法
律

で
禁
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
国

家
は
そ
の
よ
う
な
法
律
を
定
め
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。

四
、
自
分
の
肉
親
が
合
祀
さ
れ
る
（
霊
璽
簿

に
記
載
し
て
表
明
す
る
）
こ
と
に
異
存

の
な
い
遺
族
の
戦
死
者
を
合
祀
す
る
こ

と
は
許
さ
れ
ま
す
が
、
合
祀
が
自
分
の

基
本
的
権
利
、
自
由
を
侵
害
さ
れ
る
と

感
じ
る
遺
族
の
戦
死
者
を
合
祀
す
る
こ

と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

五
、
こ
こ
に
い
う
「
他
者
の
基
本
的
権
利
、

m
ental

自
由

に
は

精
神
的
完
全
性

」

「プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
他
者
の

integrity,

宗
教
の
自
由
」
等
々
が
含
ま
れ
る
と
解

釈
さ
れ
て
い
ま
す
。

六
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
の
意
味
に
つ
い

て
は
、
自
衛
官
合
祀
拒
否
訴
訟
山
口
地

裁
判
決
が
説
明
し
て
い
ま
す
。

七
、
法
律
の
判
定
に
つ
い
て
は
、
国
に
要
求

す
べ
き
で
す
が
、
制
定
さ
れ
て
い
な
い

か
ら
信
教
の
自
由
に
含
ま
れ
る
と
靖
国

神
社
が
主
張
す
る
こ
と
は
国
際
人
権
条

約
違
反
で
す
。

（
二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
七
日
）

（
資
料
）

市
民
的
及
び
政
治
的
権
利
に
関
す
る

国
際
規
約
（
自
由
権
規
約
）
条
約
本
文

第
一
八
条

１

す
べ
て
の
者
は
、
思
想
、
良
心
及
び

宗
教
の
自
由
に
つ
い
て
の
権
利
を
有
す

る
。
こ
の
権
利
に
は
、
自
ら
選
択
す
る
宗

教
又
は
信
念
を
受
け
入
れ
又
は
有
す
る
自

由
並
び
に
、
単
独
で
又
は
他
の
者
と
共
同

し
て
及
び
公
に
又
は
私
的
に
、
礼
拝
、
儀

式
、
行
事
及
び
教
導
に
よ
っ
て
そ
の
宗
教

又
は
信
念
を
表
明
す
る
自
由
を
含
む
。

２

何
人
も
、
自
ら
選
択
す
る
宗
教
又
は

信
念
を
受
け
入
れ
又
は
有
す
る
自
由
を
侵

害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
強
制
を
受
け
な

い
。
３

宗
教
又
は
信
念
を
表
明
す
る
自

由
に
つ
い
て
は
、
法
律
で
定
め
る
制
限
で

あ
っ
て
公
共
の
安
全
、
公
の
秩
序
、
公
衆

の
健
康
若
し
く
は
道
徳
又
は
他
の
者
の
基

本
的
な
権
利
及
び
自
由
を
保
護
す
る
た
め

に
必
要
な
も
の
の
み
を
課
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

４

こ
の
規
約
の
締
約
国
は
父
母
及
び
場

合
に
よ
り
法
定
保
護
者
が
、
自
己
の
信
念

に
従
っ
て
児
童
の
宗
教
的
及
び
道
徳
的
教

育
を
確
保
す
る
自
由
を
有
す
る
こ
と
を
尊

重
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。

（
採
択

1
9
6
6

年1
2

月1
6

日

）

発
効

1
9
7
6

年3

月2
3

日

訳
者
日
本
政
府

靖
国
神
社
回
答
の
法
律
的
誤
り
に
つ
い
て

弁
護
士

熊
野
勝
之

「箕面忠魂碑違憲訴訟などで活躍された熊野勝之弁護士から、合祀取消要求に対する靖国の回

(資料３)答についてのコメントをいただきました。以下に掲載します。

資料３
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徐

翠
珍

編
集
後
記

◆
先
日
外
国
籍
の
友
人
に
こ
の
訴
訟
へ
の
お
誘

い
を
し
た
と
こ
ろ
、｢

安
倍
の
靖
国
参
拝
は
本

当
に
腹
立
た
し
い
が
『
在
留
資
格
』
の
心
配
も

あ
る
の
で
原
告
に
は
な
れ
な
い
、
応
援
は
も
ち

ろ
ん
し
ま
す
よ｣

と
の
こ
と
で
し
た
。
入
管
法

が
改
悪
さ
れ
た
時
の
腹
立
た
し
さ
が
よ
み
が
え

っ
た
。
こ
う
し
て
外
国
籍
住
民
は
い
つ
も
萎
縮

さ
せ
ら
れ
て
き
た
の
だ
。

｢

戦
争
国
家｣

へ
の
道
を
ま
い
進
す
る
こ
の
日

本
は｢

排
外
的
社
会｣

と
裏
表
。
政
治
参
加
の
一

票
も
な
く
、
こ
ん
な
声
さ
え
上
げ
ら
れ
な
い
。

こ
ん
な
社
会
で
最
も
犠
牲
を
強
い
ら
れ
る
の
は

外
国
籍
住
民
で
あ
り

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー

｢

在

、

、

日｣

で
は
な
い
か
！

◆
特
に
多
少
な
り
と
も
在
留
が
安
定
し
て
い
る

｢

在
日｣

の
み
な
さ
ん
！
是
非
原
告
に
な
っ
て
下

さ
い
。
選
挙
権
が
な
い
中
で
、
訴
訟
参
加
は
数

少
な
い
私
た
ち
の
異
議
申
し
立
て
の
機
会
で

す
。
私
た
ち
は
黙
ら
さ
れ
る
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
！

じ
む
連
絡

★
通
信
第
５
号
は
「
安
倍
首
相
靖
国
参
拝
違
憲

訴
訟
」
の
原
告
募
集
か
ら
の
ペ
ー
ジ
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
訴
訟
は｢

合
祀
イ
ヤ
で
す
ア
ジ
ア
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク｣

が
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
事
務

局
、
通
信
、
会
計
、
共
に
一
本
に
合
流
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

★
次
号
通
信
か
ら
は
新
訴
訟
の
情
報
も
掲
載
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
後
と
も
引
き
続
き
ご

、

。

支
援

ご
注
目
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す

（高槻 ）おじの合祀を取り消して下さい Y.H

私の高校生の終わりころ、座敷に掲げてあった開襟シャツの私のおじの写真が軍服姿のおじに変わっていました。

その写真姿はミンダナオ島のヤシの木にもたれかかった精悍な青年でした。それが･･･。戦争が座敷の奥まで再びや

ってきた！私は軍服姿に着せかえられたおじの写真をみて咄嗟にそう思い背筋が寒くなりました。そして私の父（お

じの兄）に理由を聞くと、靖国神社に写真を送ると、戦死したときの階級の軍服を着せて送り返してくれたのだと。

私は、オヤジのしたことだからその時は、なにもいわなかったのですが、いつか必ず元の開襟シャツのおじさんに戻

してあげようと、ずっとその思いで今日まできました。

オヤジの生前、植樹祭（地元）に天皇と「同席」したり、現職の引退時に勲章をもらったりしたときに、私がこの

ことをよく思っていないことを承知していたオヤジは、私には一切言わなかったのですが･･･オヤジが亡くなり、今回

安倍の靖国参拝を機に、座敷の軍服姿のおじの写真を元の開襟シャツの写真に戻しました。

同時に靖国神社に無断で合祀されているおじを取り戻したいと決意し、靖国合祀イヤですアジアネットワークの呼

びかけに合流しました。戦死したおじに軍服を再び着せて祀り、そこに首相をおまいりさせ、再びこれからの子ども

たちを戦場に引きずり込もうとするヤスクニのたくらみを阻止するために。そして、それを率先垂範するファシスト

安倍を決して許さないために。 (資料４)

お
た
よ
り

《

月
》

10
◆
伊
勢
神
宮
の
式
年
遷
宮
の
大
々
的
報
道
、
ナ
ン
ジ
ャ
こ
れ
！
本
当
に
近
ご
ろ
マ

ス
コ
ミ
悲
し
い
で
す
（
東
京

）

S.C

◆
侵
略
戦
争
を
正
当
化
し
て
い
る
靖
国
史
観
に
反
対
し
ま
し
ょ
う
。
会
費
を
払
い

ま
す
（
箕
面

）

M
.S

◆
南
信
州
、
阿
智
村
に
開
館
し
た
「
満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館
」
を
訪
れ
ま
し
た
。

い
つ
の
世
で
も
人
々
を
た
ぶ
ら
か
し
、
苦
境
に
追
い
込
む
「
国
策
」
と
言
う
名
の

い
か
が
わ
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
（
愛
知

）

S.I

◆
“
民
族
”
国
と
い
う
魔
物
の
鎖
を
一
度
た
ち
切
っ
て
考
え
る
と
少
し
だ
け
視
野

が
広
が
っ
て
き
ま
す
よ
ね
（
奈
良

）

H
.Y

◆
自
分
は
十
字
架
か
ら
逃
げ
て
、
国
民
を
十
字
架
に
打
ち
付
け
て
、
お
れ
は
神
だ

っ
た
こ
と
は
な
い
ん
だ
と
う
そ
ぶ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
に
身
を
ゆ
だ
ね
、
国
も
国
民

も
ア
メ
リ
カ
に
献
上
し
て
延
命
し
た
卑
劣
な
ニ
セ
神
天
皇
を
、
な
お
も
神
に
す
る

た
め
に
、
兵
士
の
み
た
ま
を
、
天
皇
神
へ
の
イ
ケ
ニ
エ
と
す
る
ヤ
ス
ク
ニ
の
イ
ン

チ
キ
、
ペ
テ
ン
「
宗
教
」
か
ら
、
一
人
一
人
の
命
を
人
間
に
か
え
ら
せ
る
た
た
か

い
、
万
歳
！
（
京
都

）

K
.A

◆
靖
国
を
信
奉
さ
れ
る
方
々
は
、
虚
勢
と
い
う
こ
と
の
認
識
は
お
持
ち
な
の
で
し

ょ
う
か
ね

何
が
喚
起
さ
れ
る
の
か
目
を
離
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
す
ね

福

、

（

井

）

N
.M

《

月
》

11
◆
会
報
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
お
送
り
下
さ
り
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

特
に
第
二
号
の
子
安
先
生
の
「
原
稿
掲
載
」
は
私
に
と
り
大
変
有
意
義
で
し
た
。

共
に
学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
（
東
京

）

K
.K

◆
わ
ず
か
で
す
が

活
動
の
た
め
お
用
い
く
だ
さ
い

反
靖
国
神
社
法
案

守
れ
！

、

。

、

平
和
憲
法
（
高
松

）

K
.Y

《

月
》

12
◆
カ
ン
パ
で
す

安
倍
政
権
は
首
相
靖
国
参
拝
で
ま
た
憲
法
を
壊
し

自
ら
の

帝

。

、

「

」

（

）

国
憲
法

を
す
え
て
核
戦
争
を
勝
ち
抜
こ
う
と
戦
略
を
た
て
て
い
ま
す

松
山N

.K

（
事
務
局
よ
り
：
心
の
こ
も
っ
た
支
援
カ
ン
パ
、
感
謝
！
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か

ら
！
末
永
く
共
に
）


